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スクミリンゴガイの被害撲滅に向けた 
総合的管理技術の革新および防除支援システムの開発 

 
１ 代表機関・研究統括者 

国立研究開発法人 農研機構植物防疫研究部門 柴 卓也 
 
２ 研究期間：令和３年度～令和５年度（３年間） 

 

３ 研究目的 

スクミリンゴガイによる被害の早期鎮静化にむけて、発生予察技術を高度化す

るとともに高効率防除技術を新たに開発し、開発した技術と既存技術を統合した

総合的管理技術を再構築する。技術の普及を加速させる防除支援システムを開発

する。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

①  広域・高感度検出技術の開発および生息密度推定技術の開発 

ドローンによる発生と被害の広域検出技術、環境 DNAを利用した高感度・超

早期侵入検出技術および電気誘引を利用した生息密度推定技術の開発を行う。 
（佐世保工業高等専門学校、農研機構生物機能利用研究部門、農研機構九州沖縄農業研究セン 

ター） 

 

② 大量捕獲・大量誘殺による効率的防除技術の開発 

誘引剤の改良・開発、有効成分の製剤化、新形状のトラップ開発を行うとと

もに、誘引剤や電気等の誘引源と薬剤を併用する大量誘殺技術の検討を行う。 
（奈良女子大学、佐世保工業高等専門学校） 

    

③ 現在の多発生に対応した新しい総合的管理技術の実証と防除支援システムの

開発 

琵琶湖周辺の水田地帯をモデルケースとした総合管理技術の実証試験を行

う。技術の普及や管理技術体系の構築を支援する防除支援システムを開発する。 
（滋賀県農業技術振興センター、農研機構植物防疫研究部門） 

 

５ 最終目標 

費用対効果が担保された経営的合理性の高い総合防除体系を構築する。また、

地域の特徴に応じて適時適切な防除技術や予察技術を提示する防除支援システム

を構築し、タブレット端末等を介して誰でも簡単に利用可能にする。 

 

６ 期待される効果・貢献 

開発した新技術を組み込んだ総合的管理技術と防除支援システムは、発生地域

での適時適切な防除の実施や未侵入地域での早期警戒・定着防止を可能にし、ス

クミリンゴガイによる水稲被害の早期鎮静化に貢献する。 

 
【連絡先 国立研究開発法人 農研機構植物防疫研究部門 029-838-8838】 
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